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要旨 

日本の技術開発が世界的レベルで高揚した 1980 年代を中心とした日本の電気電子・情報関連卓越技

術データベースの構築を、科学研究費補助金支援の下で、電気電子・情報系の 5 学会と国立情報学研

究所が協力して 2003 年度から行ってきたが、2007 年 11 月 3 日から暫定公開を開始した。この情報発

信の研究開発は、特定領域研究「日本の技術革新」の公募研究「電気関連技術に関わるマルチメディ

ア技術史アーカイブの情報発信方法の研究」として推進されている。 
本報告では、ディジタルアーカイブの情報発信方法、プロジェクトの進捗、モニターによる評価結

果とそれにもとづくシステムの改良について報告する。 

 

 

１．はじめに 長：末松安晴）を親委員会として、その下に「卓越

技術データベース構築委員会」（委員長：末松安晴）

が作られ、そこでプロジェクトの実務を遂行してい

る。この委員会の５つの作業部会（WG）の一つで

あるWeb提示法WGで、公開するWeb画面や機能

の仕様について検討を行っている 6)。 

 戦後日本の技術開発が世界的レベルで高揚した

1980年代を中心としたわが国の電気電子・情報関連

卓越技術データベースの構築を、映像情報メディア

学会、情報処理学会、照明学会、電気学会、電子情

報通信学会の電気系 5 学会と国立情報学研究所はプ

ロジェクトを組んで進めてきた 1), 2) 8)。このプロジェ

クトは、科学研究費補助金（データベース）の支援

の下に、2003 年度にスタートし、本年度（2007 年

度）終結する。2007年 7月に、これまで構築してき

たディジタルアーカイブを用いて Web 上でモニタ

ーによる評価を実施した。この結果をもりこみ、11
月 3 日から卓越技術データベースの暫定公開に踏み

切った。このディジタルアーカイブ化とWebによる

コンテンツの提示方法については、「電気関連技術に

関わるマルチメディア技術史アーカイブの情報発信

方法の研究」と題し、特定領域研究「日本の技術革

新」の公募研究の一環として推進されている。 

本報告では、ディジタルアーカイブの情報発信方

法およびモニターによる評価結果、それにもとづく

システムの改良を中心に報告する。 
 

２．ディジタル・アーカイブの情報発信方法 

２．１ 対象技術分野 

 ディジタルアーカイブの対象は、関連 5 学会がカ

バーする「情報処理」、「照明」、「通信」、「電気・電

力」、「電子・デバイス」、「放送」、「その他」の７分

野であり、その下にサブカテゴリーをもつ。サブカ

テゴリーには、検索用にキーワードを含んでいる。 
２．２ ディジタルアーカイブの構成 

Web上でコンテンツを提示するにあたり、卓越技 このプロジェクトでは、前述の電気系 5学会を構 
術全体の俯瞰、個々の技術概要の把握、さらに詳 成員とする電気電子・情報関連技術史委員会（委員 
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細理解のための情報を得ることを基本的要件として

設定した。 
ディジタルアーカイブはできるだけ多くの人に利

用してもらうため、「専門向け」（専門家）と「入門

向け」（中学 2 年生～大人）を設け、また海外にも発

信するため、それぞれ日本語、英語の2カ国語での表記を

準備している。特に「入門向け」の表現は、若い中学生か

ら一般の人達まで、その技術に興味を感じてもらえる表現

にすべく努力している。英文のコンテンツの公開済み件数

は少ないが、日本語コンテンツからの翻訳を推進中である。 
 
３．ディジタル・アーカイブの情報発信方法 

３．１ Webシステムの概要 
（１）Webエントランス(図1) 
 図１に示す中央のボタンで「専門向け」か「入門

向け」を選び、トップページ(図 2)に移る。右上にあ

るEnglishボタンで英語画面に変えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図1 エントランス画面 

 
（２）トップページ(図 2) 

(a)「日本語専門向け」（Flash版）(図 2a) 
年表の左側に技術分野が示され、各年代の技術デ

ータの件数が■のマークと数値で表されている。■

のマークをクリックすると、図 3 に示すようにポッ

プアップウインドウが表示され、その中の卓越技術

の一つをクリックして選択するとそれに対応する技

術内容のページ(図 4)に移る。 
（b）「日本語専門向け」（HTML版）(図2b) 
 Flash 版トップページで上部の HTML 版ボタン

をクリックすると図 2(b)のトップ画面になる。Flash
が装備されていない場合に有用である。調査分野が

決まっている場合などは、処理も速く効率がよい。 
（c）「日本語入門向け」(図2c) 
 若い人たちにも親しんでもらえるようアニメを使

ったトップページを採用している。例えば、「放送」

の技術分野をクリックすると、図に示すようにアン

テナからテレビに電波が飛び、アイコン表示のサブ

カテゴリーのページが現れる。アイコンを一つ選ぶ

と、卓越技術のリストが表示される。卓越技術を選

択すると、そのページへ飛ぶ。 
（d）「英語専門向け」ページ（Flash版）(図 2d) 
 「日本語専門向け」と同じスタイルと使用法で、

HTML版も利用可能である。 
３．２ 検索機能 
 検索には、年表から検索する方法、キーワード 
で検索する方法、自然文で検索する方法、詳細検索

と４つの方法がある。詳細検索は「詳細検索画面」

で「技術分野」、「サブカテゴー」、「キーワード」を

入力して絞り込んだ検索が行える仕組みになってい

る。詳細検索では「技術」の検索だけでなく、「画像」

も検索ができる。さらに今回、技術内容のページか

ら、「関連技術検索」も可能になった。 

 

 

４．モニタリング評価結果とシステムの改良 

 平成19年3月に委員会委員など関係者向けの試験

公開を実施した後、7 月に各学会から選ばれたモニ

ターに対して試験公開を行い、モニターにアンケー

トのご協力をお願いした。その結果、174 人（専門

家：95 人、一般 79 人）からアンケートの回答を頂

いた。貴重な意見が多く、記述による多くのコメン

トを頂戴した。問題点指摘と具体的な提案を抜き出

し分類した結果で、件数の多いものを以下に示す。 

・データベース全般についてのコメント49件 

・技術解説についてのコメント 32件 

・内容が難しいという指摘 66件 

・図をもっと増やした方がよい 13件 

・用語解説についてのコメント  11件 

・Web ページについてのコメント   111件 

このプロジェクトの意義やコンセプトに対して、

多くの方々から評価をいただいた。特にWebの関係

は指摘された件数も多く重要であるため、ほぼすべ

ての指摘事項に対して対応策を講じた。また、「入門

向け」は分かりにくく、文章が長いなど、厳しい意

見が多かったため、WG で改善策を検討し実施中で

ある。 
改良策を施した Web 提示により、11 月 3 日に一

般向け暫定公開を開始した。これには「日本語専門

向け」、「日本語入門向け」、「英文専用向け」が含ま

れている。 
 アンケートの結果でも、1970年代以前や 1990 
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了するが、対象年代を広げるために、来年度以降の 年代以降に卓越技術の対象を広げるべきだという 
意見が多く見られた。本プロジェクトは今年度終 活動の進め方について検討中である。 
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５．おわりに  

 昨年度より、卓越技術（電気関連）データベース

のディジタル・アーカイブの公開について研究を行 
ってきた。本年 7月にモニター向け試験公開とアン

ケート調査を実施した。指摘された事項で重要なも

のに対して改善策を施し、11月 3日から一般向けに

暫定公開を開始した。 
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